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〈校 訓〉 夢にいどみ 人と和す
〈教育目標〉 進んで学び 心豊かで すこやかな子どもの育成

元祖檜山納豆の西村さん始め、たくさんの檜山納豆関係者
が３年生に納豆づくりを教えてくださいました。藁苞づくり
も見せてもらい、藁苞とパック２種類を作成しました。子ど
もたちは西村さんから「糸が少しでもひけば大成功」と教え

ていただき難しさを感じているようでした。校長室のストーブ前が温かいので毎年、保管場
所になっています。西村さんは次の日も校長室で納豆の状態を確認してくださいました。ド
キドキしながら子どもたちが確認するとたくさん糸がひいており大喜びしたそうです。家に
持ち帰ったり、金曜日の給食で食べました。貴重な経験をありがとうございました。
同時期に同窓会役員会が開催され毎年「おっ！今年も納豆作っているね。」「五小は地域で

の学びが多くていいね。新聞で取り上げられるとこちらもうれしいよ。６年生の夢や目標が
聞ける同窓会入会式が楽しみだ。」と声を掛けていただいています。外で使用する簡易テント
や150周年のためにインクなど寄贈していただきました。地元の応援団ですね。

インフルエンザ大流行の
ため、学年や学級閉鎖で対
応しています。確実に春は
近づいているようですが、
もうしばらく対応は続きそ
うです。保護者の皆様ご協
力をお願いします。

回 覧

３年生納豆づくり大成功！
「おいしくなーれ」の思い届く

昨年末に、２年生と九九のテ
ストを校長室で行っていました。
各段を下から、上から、バラバ

ラに言えたら合格です。トップで合格した児童二人は合格後も、「校
長先生問題出してください」とやってきます。10の段、11の段なども
意味を理解しながら覚えました。「答えが12になる九九は？あめ玉２個を６人に配るには何
個必要？12個のあめ玉を３人に分けると一人に何個？逆から考えてごらん。これをわり算
というんだよ」など学びが拡がっていきました。するとある日「校長先生に問題です。僕
たちはテレビを見てすぐに解けましたよ」とノートに書いてクイズをもってきました。私
も教頭先生もすぐには解けずヒントをもらいました。子どもの柔軟な発想って大切だし、
分かった、出来た、が自信となり新たな学びにつながっていると実感しました。この二人
は、九九のチェック表を手作りして、「校長先生、もう一回最初からテストをお願いします」

と遊びに来てい
ます。次への意
欲にもつながっ
ています。
２年生以上の

五小っ子たち
よ、次の問題に
挑戦してくれた
まえ！

答えはこの紙の中に

問題です。
１分間に１回細胞分裂が起こり、倍に増えていきます。６０分でコップいっぱい
になりました。コップ半分になるときまでにかかった時間は何分でしょう？

１分後 2分後 3分後 60分後

○分後ですか？

いっぱい

半分

困っていると「校長先生逆から考えるとすぐに分かりま
すよ」とヒントをくれました。

大人はコップいっぱいになったときの細胞の数を計算しようとしてしまいま
す。２年生は自分が学習したことで問題を解いていました。これが生きて働く
力なのかなと思いました。半分だからといって３０分ではありませんよ。

２年生、学習を積み重ねて成長中！
子どもの柔軟な発想に脱帽。

自治会の皆様

お願いします


